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4) Yamazaki T. ， D raper R. E. and Cast l e. ン ジ ン の カ ルス に よ る サ ポニ ン 等の生成に つ い て研
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1040 ， 1 978. 2 .  学会報告
5 ) Yamazaki T. ， Takahata H. ， Ishikura M. ， 1 )  浅水哲也， 西荒介 : ニ ン ジ ン 培養細 胞 プ ロ ト
and Nagata M. : React i on of Lact i m  E t hers プ ラ ス ト の 細胞壁再生， 植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ，
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ロ イ ド の生成， 植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1978 . 
衛 生 ・ 生 物 化 学 7 ， 札幌.
3) 岡 村昭治 : キ ン ト キ ニ ン ジ ン 培養細胞 の微小
管 に つ い て ， 植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1978 . 7 ，  
札幌.
4) 浅水哲也， 西荒介 : 植物培養 プ ロ ト プ ラ ス ト
の 細胞壁再生一一 ミ オ イ ノ シ ト ー ルの代謝， 日 本植
物学会， 1978 . 9 ，  千葉.
5) 桝本健， 浅水哲也， 西荒介 : 真正粘菌 の sp­
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1 .  研究概要
1 ) 真正粘菌 は 生 活環境の悪化 に 伴 っ て休眠型 の
菌核 を 形成す る 。 こ の形態変化 の際の生理的 な 変動
を 調べ， 特に 菌核壁の化学的性質や壁形成の経過 を
明 ら か に し た 。 壁 多糖類は ガ ラ ク ト サ ミ ン の重合体
であ る が， 通常 の微生物の細胞壁 と 異 り ア セ チ ル化
の程度 は 極め て 低 い 。 菌核形成が始 ま る と 共 に ガ ラ
ク ト サ ミ ン の代謝が活発化 し ， 壁 中 間体 と み ら れ る
物質の蓄積， 関係酵素作用 の増大が認め ら れ た 。
2 ) 植物の培養細 胞お よ びそ の プ ロ ト プ ラ ス ト を
用 い て 細 胞壁 の性質や生合成 を 調べ た 。 ニ ン ジ ン 細
胞壁のヘ キ ソ ー ス 残基 は すべ て グル コ ー ス を 前駆体
と し て 形成 さ れ る が， ペ ン ト ー ス お よ び、 ウ ロ ン 酸残
基 は グル コ ー ス の 外に ミ オ イ ノ シ ト ー ル酸化系 を 経
て 生成 き れ る こ と を 明 ら か に し た 。 ニ ン ジ ン の プ ロ
ト プ ラ ス ト は 適 当 な 条件 で活発に 壁物質 を 生成す る
が， そ の 大部分 は 培地 中 に 放 出 き れ細胞表面 に 沈着
す る の は 一部 に 過 ぎ な い 。 プ ロ ト プ ラ ス ト が分裂能
を 回復す る に は 壁の再生が必須 で、あ る が， 初期 に 形
成 き れ る 壁の糖組成 は 通常 の も の と か な り 異 っ て い
る 。
3 ) ニ ン ジ ン 培養細 胞 の形態， 核分裂， 隔壁形成
を 指標 に ， 微小管の性質 を 検討 し た 。 ニ ン ジ ン 微小
管 の i n vitro に お け る 性質 を 調べ る た め細 胞抽 出 液
中 の コ ル ヒ チ ン 結合能の 測 定 を 行 い ， 解離 ・ 再結合
法 で微小管 蛋 白 を 部分的 に 精製 し た 。 更 に 同調培養
に よ り コ ル ヒ チ ン 結合能の変化や抗微小管剤 の作用
を 検討す る た め， 同調化 の 条件 を 調べ た 。
4 ) 組織培養に よ る 植物の有用 成分の生産 を 目 的
と し て ， 培養ニ ン ジ ン 細 胞 に よ る カ ロ チ ノ イ ド ， ス
テ ロ イ ド， 及 ぴ フ ェ ノ ー ル酸類 の代謝調節や薬用 ニ
教 授 柳 田 友 道
助 教 授 酒 井 立 夫
文部技官 岡 本 照 代
1 .  研究概要
1 ) 好貧栄養細菌 に 関す る 研究 ( 柳 田 ) : 河 川 や 海
洋 の よ う な 自 然水界中 の栄養物質濃度 は 日 常用 い る
細 菌 用 培地 中 の そ れ の 1/1 ， 000 以下 で し か な い 。 そ
れ に も か か わ ら ず こ の よ う な 貧栄養環境下 で も 細菌
は 生 息 し ， 中 に は そ の よ う な 貧栄養下 で な け れば生
育 で き な い も の ( 好貧栄養細菌 ) も あ る 。 従来 こ れ
ら 菌群の 自 然界 に お け る 分布 を し ら べ て き た 。 現在
こ の菌群お よ び関連菌 の生化学的性状 を し ら べつつ
あ り ， ま た 大腸菌や病 原菌 ( 好富栄養細菌 ) に よ る
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海水汚染 の モ デル実験 を 行 っ て い る 。 1978.
2 )  赤潮 プ ラ ン ク ト ン の増殖に 関す る 研究 ( 柳 田
岡 本 ) : 赤潮 は 単一種の藻類の選択的増殖に よ っ て
起 る が， そ れ を 引 起す環境条件の追求が急務 で あ る
と 考 え る 。 ま た こ れ ら 藻類 の耐久型 細胞が突 然発芽
す る 可能性 も 考 え ら れ て い る の で， そ の形態形成に
つ い て し ら べ て い る 。
3 )  和漢薬に お け る 菌類 の 生長 と マ イ コ ト キ シ ン
の生産 ( 柳 田 ・ 酒井 ) : 和漢薬は そ の保存状態 に よ
っ て は 菌 類 ( カ ピ ) に よ る 絶好の生息場所 と な り ，
そ の種類に よ っ て は マ イ コ ト キ シ ン 生産 の可能性 を
も っ て い る 。 従来 こ の よ つ な 乾燥植物標 品上に ， ど
の程度菌類が生長 で き る か と い う 点 に つ い て 定量 的
な研究がで き な か っ た が， 14 C 0 2 の取込み実験 に よ
っ て そ れが可能 と な っ た 。 そ こ で菌 類 の 生長 と マ イ
コ ト キ シ ン 生産 と の 関係 に つ い て 種々 の和漢薬標品
に つ い て し ら べつつ あ る 。 ま た 菌 類 が和 漢薬上で生
長す る 場合に ， ど の よ う な 物質 を 基質 と し て 利 用 し
て い る か を し ら べ， 基質の種類 と マ イ コ ト キ シ ン 生
産 と の 関係 を 明 ら か に し て ゆ き た い と 考 え て い る 。
4 )  富 山 地 区 の 弗化物汚染 の研究 ( 酒井 ) : 富 山
地 区 周 辺か ら 集め た 多数の植物標 品 に つ い て 弗素 を
定量 し ， 弗化物汚染の地域分布， 年変化等 を し ら べ
て い る 。 な お 弗化物の微量定量法に つ い て も 検討 し
て い る 。
2 . 原 著
1 ) Yanagita T. ， Ichikawa T. ， Tsuj i T. ， 
Kamata Y. ， Ito K. and S asaki M. : Two troph ic  
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Microbio l .  24 : 59 - 88 ，  1978. 
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1978 
3 ) Yanagita  T. ， Miki T. and S akai T. 
Microb io 1ogi ca1 studies  on drugs and the i r  raw 
mater ia1 s. 1.  Experi ment s on the reduct i on of 
m icrob ia1 contaminants in  tab1 ets during proce­
ss ing. Chem. Pharm. Bul 1 .  26 : 185 - 190 ， 1978. 
4 ) S akai T. ， Yoshida Y. ， Demura H ，  
Yanagi ta  T. ， Me i wa M. and Ohyama K. 
Mi crob io 1ogi ca1 stud ies  on drugs and the i r  raw 
mater ia1 s .  N. Ster i 1  i zat i on of microbi a1 con­
tam inants in  enzyme powder by gamma i rradi a­











1 .  研究概要
生 活現象の根源 と し て た ん ぱ く 質 の 活性 を と ら え ，
そ れ ら の作用機構 を 明 ら か に す る こ と に よ り ， 低分
子化合物 ( 薬物 ) と の特異的 な 作用 を 検討 し ， 薬物
の分子 レ ベル での機作 を 知 る と と も に 治療への応用
を 試み て い る 。 ま た 腸管 内 微生物が宿 主 に 与 え る 代
謝異常 ま た は 寄 与 お よ び薬物， 毒物の代謝に お よ ほ、
す影響に つ い て 検討 し ， 微生物生産酵素 に ま で掘下
げ， 分子 レ ベ ルでの解析 を 行 っ て い る 。 そ の他 カ ド
ミ ウ ム 米の生化学的研究， 細菌性溶血毒素の作用 機
構， カ テ プ シ ン の細 胞 内 での役割 に つ い て 研究 し て
い る 。
2 .  学会報告
1 ) 小橋恭一 : 高 ア ン モ ニ ア 血症 と 腸 内 菌 ウ レ ア
ー ゼ， 日 本生化学会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 腸 内 菌 叢 と 宿主
と の生化学的相互作用J ， 1978 . 1 ， 東京.
2 ) 長 谷純一， 三井健一郎 : C 1 0st r idium perfr・­
i ngens ()- 毒素 に よ る 赤血球膜構造変化， 科学研究
費総合研究(A)公開講演会 「生体膜の化学構成J 1978 . 
1 ，  東 京 .
3 ) 小橋恭一， 西沢幾 男 ， 山 田 健久， 長谷純一 :
腸 内 細菌 由 来の グ リ コ あ る い は タ ウ ロ 胆汁酸 に 特 異
的 な 脱抱合酵素， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 
4 ，  岡 山 .
4 ) 小橋恭一， 竹 田 芳 香， 伊藤広， 長谷純一 :
C 1 0st r idium butyri cum 投与 に よ る 血柴 コ レ ス テ ロ
ー ル低下効果， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 4 ， 岡 山 .
5 )  小橋恭一， 日 下 ま ち 子， 西村正， 難波恒雄 :
腸 内 細菌 に よ る 生薬成分の代謝， 1. S ennosides の
代謝， 日 本薬学会第98年会， 1 978 . 4 ，  岡 山 .
6 )  長谷純一， 小橋恭一， 中 井昇， 三井健一郎，
高寺恒雄， 岩 田 和士 : コ イ 筋 肉 ア ル カ リ 性 プ ロ テ ア
ー ゼの構造， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 4 ， 岡 山 .
7 ) 三井詔子， 三井健一郎， 松永孝之， 長谷純一 :
破傷風菌体内毒素 の 外毒素へ の転換 に 関与す る pep­
t idases に つ い て ， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 4 ，  
岡 山 .
8 ) 三井健一郎， 長 谷純一 : 赤血球の構造変化に
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3 )  Kobashi K. ， N i shi zawa 1. Yamada T. 
and Hase J. : A New Hydrol ase S pec i f i c  for 
Taurine-conj ugates  of B i l e  Ac ids . J .  B iochem. 
84 : 495 - 497 ， 1978 . 
4 )  Nakai N. ， Wada K. ， Kobashi K. and 
Hase J. : The Limited Proteolys i s  of Rabbit  
Muscle  Aldolase by C atheps i n  B 1 . B iochem. 
B i ophys. Res. Comn. 83 : 881 - 885 ， 1978. 
5 )  竹 内 秀雄， 大石 賢 二， 吉 田 修， 小橋恭一， 竹
部幸子， 長 谷純一 : ウ レ ア ーゼ阻害剤 に よ る 尿路結
石 の 予 防， 第 3 報 ・ 新 ヒ ド ロ キ サ ム 酸誘導体に よ る
ウ レ ア ーゼ 阻害 と 腸脱結石形成の 防止. 泌尿紀要
24 : 2 1 - 26， 1978. 
6 ) 小橋恭一， 中 井昇， 長 谷純一， 宮原龍郎， 狐
塚寛， 藤井正美 : 米 中 カ ド ミ ウ ム の化学形態 に つ い
て ， 第 I 報 ・ グノレテ リ ン ー カ ド ミ ウ ム 複合体の性質
に つ い て . 衛生化学 24 : 3 14- 321， 1978. 
7 ) 長 谷純一， 小橋恭一， 中 井昇， 三井健一郎，
高 寺恒雄， 岩 田 和士 : コ イ 筋 肉 ア ル カ リ 性 プ ロ テ ア
ー ゼ の 活性 と 高 次構造. タ ン パ ク 質構造討論会
29 : 8 1 - 84， 1978. 
8 ) 小橋恭一， 竹 田 芳 香， 伊藤広， 長 谷純一 :
C l ost ridium butyri cum 投与 に よ る 血築 コ レ ス テ ロ
ー ル低下作用. 脂質生化学研究 20 : 241 - 244 ， 
1978 
9 ) 三井健一郎， 佐伯 好子， 長 谷純一 : 赤血球の
cholesterol 量 の 挙動 と C 1 .  perf ringens の ()- 溶血.
脂質生化学研究 20 : 201 - 204 ， 1978. 
10 ) 小橋恭一， 西沢幾男， 山 田 健久， 竹 田 芳 香，
長 谷純一 : 腸 内 菌 由 来の タ ウ ロ 胆汁酸に 特異的 な 脱
抱合酵素. 含硫ア ミ ノ 酸 1 : 279 - 287 ， 1978. 
4 . 総 説
1 ) 小橋恭一， 竹部幸子 : 腸 管 内 尿素分解 と ア ン






1 .  研究概要
当 教室 は 従来か ら 植物成分の化学的研究 を 行い ，
薬用 資源、 の研究 と 題 し ， 広 〈 各種植物成分群の 中 で，
と く に 植物 界 に 分布の広 い フ ラ ボ ノ イ ド に つ い て 研
究 を し て き た 。 と く に 植物の 属 の 中 ， 種に つ い て 成
• 
伴 う C l ostridium perfringens ()- 溶血素の対応，
第 2 回 生体膜 と 薬物の相互作用 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1978 . 
10 ， 京都.
9 ) 小橋恭一， 竹 田 芳 香， 伊藤広， 長 谷純一 :
C l ost ridium butyri cum 投与 に よ る 血紫 コ レ ス テ ロ
ー ル低下作用 ， 第20回 脂質生化学研究会， 1978 . 6 ，  
東京.
1 0 )  三井健一郎， 佐伯好子， 長 谷純一 : 赤血球の
コ レ ス テ ロ ー ル量の挙動 と C 1 . perfr ingens の θー 溶
血， 第 20 回脂質生化学研究会， 1978 . 6 ，  東京.
1 1 ) 三井健一郎， 佐伯 好子， 長 谷純一 :
Phosphat idyl chol i ne 前処理に よ る ヒ ト 赤血球の抗
θ 溶血性の上昇， 日 本薬学会北陸支部第46回例会，
1978 . 6 ，  金沢.
12 ) 小橋恭一， 西沢幾男， 山 田 健久， 竹 田 芳 香，
長 谷純一 : 腸 内 菌 由 来の タ ウ ロ 胆汁酸に 特異的 な 脱
抱合酵素， 第 1 回 含硫ア ミ ノ 酸研究会， 1978 . 8 ，  
東京.
1 3 ) 小橋恭一， 西村正， 日 下 ま ち子， 難波恒雄 :
大黄成分 の 腸 内 細 菌 に よ る 代謝， 第 7 回生薬分析討
論会， 1978 . 7 ，  神 戸 ， 第 1 2 回 和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム ，
1978 . 9 ，  富 山 .
14 ) 小橋恭一， 清水博子， 狐塚寛 : 米 中 Cd の 化
学形態 に つ い て ， 1 Cd- クゃル テ リ ン 複合体の性質，
第37回 日 本公衆衛生学会， 1978 . 1 0 ， 東京.
15)  小橋恭一， 清水博子， 狐塚寛 : 米 中 Cd の 化
学形態 に つ い て ， 11 Cd-グルテ リ ン 複合体の消化 と
腸 管吸収， 第37回 日 本 公衆衛生学会， 1978 . 1 0 ， 東
尽.
1 6 )  小橋恭一， 坂 口 一 夫， 竹部幸子， 長 谷純一 :
ウ レ ア ーゼの化学修飾 に よ る 失活 と ヒ ド ロ キ サ ム 酸
と の結合性， 第 5 1 回 日 本生化学会， 1978 . 1 1 ， 京都.
17 ) 長 谷純一， 小橋恭一， 中 井昇， 三井健一郎，
高寺恒雄， 岩 田 和主 : コ イ 筋 肉 ア ル カ リ 性 プ ロ テ ア
ーゼの活性 と 高次構造， 第29 回 タ ン パ ク 質構造討論
会， 1 978 . 1 2 ， 大阪.
3 . 原 著
1 ) Kobas)，_，i K. ， Terashima N. ， Takebe S .  
and Hase J. : A New Method of Determinat i on 
of Hydroxami c  Acid by Its  U rease Inhibi t i on 
and Appl i cat i on to B i ochemi cal S tudies. 
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